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対数数表の問題・２ 

 

 図１のように，１段目には１個，２段目には３個，３段目には９個，４段目には２７個，…と整数を１か

ら順に並べていきます。以下の問いに答えなさい。 

 

   図１ 

 

 

 

 

 

（１）２１８７＝３×３×３×３×３×３×３です。整数２１８７は，何段目に並びますか。 

 

（２）  の枠を，向きを変えることなく表にぴったりとあてはめたところ，枠に入った２つの整数につい

て，小さいほうの２倍が大きいほうになっていました。３３段目までに，このような枠のあてはめ方は

何通りありますか。  

 

 

（３）  の枠を，向きを変えることなく表にぴったりとあてはめたところ，枠に入った３つの整数につい 

 

て，一番小さい整数と一番大きい整数の比が２３７：９６６になりました。一番小さい整数として考え

られるものの中で，最も小さいものを答えなさい。 

 

  

Die Grundlagen

der Arithmetik

für die Aufnahmeprüfung

受験算数の基礎

最難関問題 

41 

２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ 10 

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 … 

…
 

１段目 

２段目 

３段目 

４段目 

１ 

11 12 13 

５段目 



https://jukensansuu.org 

 

対数数表の問題・２ （１）８段目 （２）３２通り （３）９４８ 

 

（１）３は２段目，３×３＝９は３段目，３×３×３＝２７は４段目にあるので，素因数分解をして３だけ

が現れる整数（３の累乗数といいます）は，各段に１つずつ現れそうです。なお，整数１は３を０個か

けた数と考えて，３の累乗数に数えます。 

各段の一番右に並ぶ整数は，１，１＋３＝４，１＋３＋９＝１３，１＋３＋９＋２７＝４０，…とい

うように，３の累乗数を１から順に加えていったものになります。このとき， 

１＜３，４＜９，１３＜２７，４０＜８１，…となっているので，  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  成り立ちます。よって，３の累乗数は各段に１個ずつ並びます。２１８７は３を７個かけた数なので，

８段目に並びます。 

 

（２）枠内の２つの数の上の数を①，下の数は２倍なので②とすると，その差の②－①＝①は，３の累乗数

です。よって，上の数も３の累乗数です。実際，図①のように１および３の累乗数の下の整数は２倍に

なっています。３３－１＝３２（段目）までに３の累乗数は１つずつあるので，３２通りです。 

 

   図① 
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１＋３＋３×３＋…＋３×…×３ ＜ ３×…×３ が成り立っていそうです。 

□個 □＋１個 

Ａ＝１＋３＋３×３＋…＋３×…×３ とすると， 

□個 
Ａ×３＝３＋３×３＋…＋３×…×３＋３×…×３ となるので， 

□個 □＋１個 

Ａ×２＝３×…×３－１ より，Ａ＝（３×…×３－１）÷２ですから，Ａ＜３×…×３ が 

□＋１個 □＋１個 □＋１個 
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（３）枠内の一番上の数と一番下の数の比が２３７：９６６です。比の差の９６６－２３７＝７２９が， 

 

 

 

 

 

  比の７２９は（３の累乗数）×４にあたるので，最も小さい場合は７２９×４＝２９１６です。このと

き，枠内の一番上の数は，２３７×４＝９４８です。 
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３×…×３＋３×…×３ にあたります。 
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３×…×３＋３×…×３ ＝３×…×３×（１＋３）＝３×…×３×４より， 
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